
 

 

 

★令和５年度予算要求について★ 
秋の行事が目白押し、年度も半ばという時に来年度の予算と言われても・・・と思われるかもし

れませんが、予算要求は、もう始まっています。 

学校については、一旦教育委員会で取りまとめるため、役場の他の部署より早くから動かなくて

はなりません。子ども達のため、先生方の想いを叶えるため、ご協力お願いいたします。 

例年予算要求は、次のような流れとなっています。 

※参考までに：令和 3年度（令和４年度予算）のスケジュール 

 

  ８月末から９月下旬  校内での備品等の予算要望調査（各学校毎） 

             夏休み等に各学校で物品のチェックをされていると思います。 

             こういうものがあれば、あんなことが出来るのにと思われたものは 

             ありませんか？ そういったものを要望ください。 

  １０月１９日     令和４年度当初予算説明会 

  １１月 １日     備品要望及び工事・修繕要望関係書類提出 

             （夏季休業中に町教委の修繕希望箇所確認有り） 

  １１月 ９日     令和４年度当初予算要求関係書類提出 

  １１月１０～１５日  学校が教育委員会とのヒアリング 

             （この時、購入希望理由等、尋ねられます。希望理由を具体的に 

              伝えることが、購入につながります。） 

  １１月から      教育委員会が財政課とのヒアリング 

             財政課から議会へ 

  ３月末        議会で決定 

※予算要求について先生方にお願い 

 予算要望は、上記日程（例：令和３年度）のような手順を踏んでいきます。 

特に備品のように高額な物品は、基本的に予算要求が通った物しか購入できません。予算が確定

してから違う物に変更することはできませんので熟考をお願いします。 

また、毎年使う消耗品等で足りなくなるものも要望してください。 

年度途中で必要なものが出たり、消耗品が足りなくなることはもちろんありますが、その予算に

も限りがあり、途中で降って湧いてはくれません。しっかりお考えください。 

全てを叶えることは難しいですが、先生方の想いを伝えて教育委員会が納得し、ぜひ購入の方向

へと思ってもらえるようなプレゼンをしたいので購入希望理由を詳しくご記入ください。 

 

予算要望備品希望調査記入例 ※それぞれ、カタログの写しの添付もお願いします。 

 

 

 

 

 

＊購入希望理由 例：数が少ない→あと○○個あると、児童全員に行き渡り授業を 

スムーズに進めることが出来る 等 
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優先

順位
備品名 単価（円） 数量 購入希望理由 カタログ等

1 ワイヤレスマイク 37,950 2
法改正により現有のものが使えな

くなるため

○○電気

見積もり

2 移動式黒板 34,650 1

複式学級増のため、１つの教室で

２学年の授業を行うため必須であ

る。黒板としてだけでなく異学年

のパーテｨーションとしても使用出

来る。

○○カタログ

P１０５２



★令和４年１０月１日より共済制度の 
一部が変わります 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★累計計算にチャレンジ 
 

休暇簿の右端にある「休暇等累計」欄の計算はお得意ですか？ 

なんだか自信がないという方も多いのではないでしょうか。 

コツ？を掴むと簡単ですよ♪下の練習問題にトライしてみてください。 

１ 私たちの１日の労働時間は（  ）時間（  ）分です。 

２ ８時間＝１日と（  ）時間（  ）分。 

３ ５時間+６時間+７時間＝（  ）日（  ）時間（  ）分 

 

 

アンサー編 
 

 

該当される方は、 

ご確認ください。 


